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宇
宙
服
は
い
く
ら

理
事
長
栗
原
喜

一
郎

筑
波
宇
宙
セ
ン
タ
ー
を
見
学
し

た
。

門
を
入
る
と
長
さ
五
十
ガ
の

宇
宙
開
発
用
ロ
ケ
ッ
ト
が
あ
つ
た
。

一
九
七
五
年
の
Ｎ
ｌ
ｌ
か
ら
最
新

の
Ｈ
Ｉ
工
Ｂ
ま
で
の
歴
代
ロ
ケ
ツ
ト

の
二
十
分
の

一
サ
イ
ズ
七
台
、

本

物
の
ロ
ケ
ツ
ト
エ
ン
ジ
ン
が
あ
り
、

宇
宙
る
ア
ー
シ
ョ
ン
、

試
験
棟
で
は
、

国
際
宇
宙
る
ア
ー
シ
ヨ
ン
の
内

・
外

部
も
見
る
こ
と
が
出
来
た
。

さ
い
た
ま
出
身
の
若
田
宇
宙
飛

行
士
等
が
宇
宙
服
を
着
て
、

水
中

で
訓
練
し
た
プ
ー
ル
も
あ
つ
た
。

宇
宙

服
は
宇
宙
船
の
船
外
活

動
を
行
う
た
め
に
着
る
と
の
こ
と

で
あ
る
。

宇
宙
船
外
は
空
気
も
な

く
、

宇
宙
放
射
線
が
飛
び
交
う
厳

し
い
環
境
の
た
め
、

船
外
活
動
を

行
う
時
に
着
る
宇
宙
服
は
十

四

層
か
ら
な
つ
て
い
る
と
の
こ
と
で
あ

Ｚつ
。オ

ラ
ン
ダ
に
負
け
た
。サ
ン
カ
ー

の
ワ
ー
ル
ド
カ
ツ
プ
予
選
で
、

四
カ

国
の
，
―
グ
戦
で
、

日
本
チ
ー
ム

は
オ
ラ
ン
ダ
だ
け
に
は
負
け
た
の

で
あ
る
。

七
月
二
日
の
決
勝
ト
ー
ナ
メ
ン

卜
の
準

々
決
勝
で
、

オ
ラ
ン
ダ
は

優
勝
候
補
と
い
わ
れ
て
い
た
ブ
ラ

ジ
ル
を
二
対

一
で
破
っ
た
。

こ
の
試
合
を
見
て
、
日
本
が
決

勝
ト
ー
ナ
メ
ン
ト
で
争
う
力
を
つ

け
る
に
は
オ
ラ
ン
ダ
に
学
ば
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
か
と
思
つ
た
。

龍
馬
伝
の
視
聴
率
が
高
い
。
Ｎ

Ｈ
Ｋ
連
続
大
河
ド
ラ
マ
で
あ
る
。

明

治
維
新
で
活
躍
し
た
幕
末
の
志
士

は
、

鎖
国
か
ら
開
国
に
当
た
つ
て
、

最
初
に
学
ん
だ
欧
米
の
言
葉
は
オ
・

ラ
ン
ダ
語
で
あ
り
、

学
問
は
開
学

だ
っ
た
と
開
い
た
。

オ
ラ
ン
ダ
語
に

と
ど
ま
ら
ず
、

第
二
の
外
国
語
英

語
を
学
ん
だ
も
の
が
明
治
の
国
作

り
に
貢
献
し
た
と
い
わ
れ
て
い
る
。

緑
色
の
相
子
を
か
ぶ
る
と
笑
わ

れ
る
と
の
こ
と
で
あ
る
。

今
年
の

川

日
日
中
友
好
協
会
の
中
国
研

修
視
祭
旅
行
ョ
ニ
峡
下
，
と
二
国

志
の
史
跡
め
ぐ
り
」
で
、

中
国
人
の

ガ
イ
ド
か
ら
開
い
た
。

緑
色
は
四
季
で
い
え
ば
春
、

方

位
か
ら
見
れ
ば
東
、

人
の
一
生
な

ら
ま
さ
に
青
年
期
。

な
の
に
な

ぜ
？国

が
変
わ
れ
ば
い
考
え
方
、

風

俗
、

習
慣
も
変
わ
る
も
の
。

中
国

に
行
っ
て
初
め
て
知
っ
た
こ
と
で
、

交
流
の
大
切
さ
を
思
つ
た
の
で

あ
る
。
，

第

二
外
国
語

を
大
学
で
は

選
択
す
る
。

私
の
学
生
時
代
は
、

文
科

系
は
Ｚ
フ
ン
ス
語
、

理
科

系
は
ド
イ
ツ
語
だ
つ
た
が
。

私
の

孫
二
人
は
、

中
国
語
、

Ｚ
フ
ン
ス

語
、
ド
イ
ツ
語
と
二
人
と
も
異

な
つ
て
い
る
。
　
　
　
　
　
”

オ
ラ
ン
ダ
語
に
と
ど
ま
ら
ず
、

英
語
ま
で
学
ん
だ
明
治
維
新
の

志
士
を
思
う
と
き
、

第
二
外
国

語
に
限
ら
ず
、

第
二
外
国
語
ま

で
学
ぶ
グ
ロ
ー
バ
ル
時
代
、

更
に

地
球
上
に
と
ど
ま
ら
ず
、

宇
宙

か
ら
地
球
を
見
る
宇
宙
時
代
が

こ
れ
か
ら
な
の
だ
と
思
つ
た
。

一
若
十
億
円

の
宇
宙
服
を
着

て
、

宇
宙
旅
行
を
す
る
こ
と
を

夢
み
た
い
。



第
二
十
二
期
修
了
式
と

第
二
十
三
期
開
講
式

被
室
代
表
本
多

路
子

Ａ
甲
ラ
ス
に
進
級
し
ま
し
た
。

臼
　
ま
た
四
月
二
日
（金
）
午
後
七
時

か
ら
は
、

第
二
十
二
期
中
国
語
教

室
の
開
講
式
が
挙
行
さ
れ
ま
し
た
。

同
じ
く
理
事
長
、

事
務
局
長
出
席

の
下
、

十
二
名
の
入
門
受
講
生
が
開

講
式
に
臨
み
ま
し
た
。

こ
の
ほ
か
今
年
は
初
級
以
上
の
ク

ラ
ス
に
三
名
の
編
入
者
が
あ
り
ま
し

た
が
、

受
講
生
は
昨
年
を
大
き
く
下

回
り
、

今
後
の
受
講
生
募
集
が
大

き
な
課
題
と
な
っ
て
き
ま
し
た
。

今
後
と
も
皆
様
の
ご
協
力
を
お

願
い
い
た
し
ま
す
。

中呻軸跡軸喝鞠映れ焼ヽ。に乾郷脚船

角切
会
員
と
な
っ
て
四
月
ょ
り
初
級
Ｂ
ク

大
連
の
厠
所
に
て

市
東
　
文
子

大
連
旅
行
の
折
に
上
品
な
ご
婦

人
が

一
方
的
に
自
己
紹
介
を
し
て

き
た
。

ご
一十
四
歳
か
ら
六
十
歳
の

今
日
ま
で
中
国
語
、

茶
道
・華
道
、

フ
ラ
メ
ン
コ
を
ず
つ
と
習
っ
て
る
の
。

そ
の
上
お
酒
大
好
き
（海
量
▼
ニ

翌
日
の
昼
食
時
、

飯
店
に
は
女

性
厠
所
が
二
箇
所
あ
り
、

一
箇
所

は
ト
レ
ペ
が
話
ま
り
使
用
不
可
。

沢

山
の
女
性
が
行
列
を
作
っ
て
い
た
。

原
因
は
大
方
日
本
人
。

私
と
て
最

近
や
っ
と
中
国
で
便
器
に
ト
レ
ペ
を

流
さ
ず
塵
箱
に
乗
て
る
習
慣
が
つ
い

た
。

す
る
と
男
性
厠
所
か
ら
澄
ま
し

顔
で
海
量
が
臆
面
も
な
く
出
て
き

た
。

辛
抱
で
き
な
か
っ
た
の
だ
ろ
う

か
。次

の
日
、

一高
速
道
路
の
バ
ス
の
中

で
男
性
が
前
に
出
て
き
て
、

ガ
イ
ド

に
言
っ
た
「厠
所
行
き
た
い
け
ど
」

ガ
イ
ド
「少
し
お
待
ち
く
だ
さ
い
」

十
分
後
、

男
性
の
奥
方
、

即
ち
、

海
量
が
前
に
走
り
出
て
怒
り
声
で

命
令
。
「我
慢
限
界
！
停
ま
っ
て
‐
ニ

バ
ス
は
停
ま
り
、

雨
の
中
、

海
量
は

傘
も
差
さ
ず
に
低
木
の
茂
み
に
消

えヽ
、

見
え
な
く
な
っ
た
。

い
や
司
机

だ
け
に
は
見
え
た
だ
ろ
う
。

暫
く
し

て
何
事
も
な
か
っ
た
か
の
よ
う
に
バ
ス

は
静
か
に
走
り
出
し
た
。

彼
女
の
座
席
横
に
は
数
本
の
ビ
ー

ル
空
き
缶
が
…
！

た
た
ら
祭
り
協
賛
参
加

内
野
　
繁
子

八
月
七
日
（土
）
八
日
（日
）
は
恒

例
の
水
餃
子
販
売
で
す
。

川

口
鋳

物
海
研
会
、

中
国
鋳
物
研
修
生
、

川

口
日
，
２
二
者
共
催
に
よ
り
二

十
年
以
上
に
わ
た
り
、

川
田
市
民
の

皆
様
に
本
場
中
国

の
水
餃

子
の
味
を

紹
介
さ
せ
て
い
た
だ

き
、

た
た
ら
名
物
と

し
て
多
く
の
方
に
支

持
さ
れ
て
お
り
ま

す
。

今
年
は
店
の
目
印
と
な
る
横
断

幕
も
新
調
し
こ
れ
か
ら
準
備
に
取

り
か
か
り
ま
す
。

会
員
の
方
で
ま
だ

た
た
ら
名
物
水
餃
子
を
召
し
あ
が
っ

た
事
の
な
い
方
ぜ
ひ
水
餃
子
の
店
に

お
立
寄
り
く
だ
さ
い
。

西
門
か
ら
入

り
車
券
売

，
り
場
に
沿
っ
て
左
方
向
に

行
っ
た
ビ
ー
ル
・お
酒
の
隣
で
す
。

一
パ
ッ
ク
五
個
入
り
三
百
円

会
員
ボ
ラ
ン
ア
ィ
ア
募
集
中
で
す
。

中国映画鑑賞会
鑑賞資格  国 籍年齢佐間わず

開催日 平成22年11月14日(日
会 場  ス キップンテイ4F

入場料 無  料
ビジュアルプラザ映像ホTル

主 催  川 □市日中友好
題 名  9月 初旬発表

i   中 国語発表の集い
平成22年10月3日(日)年後1時半

場 へ 埼 玉会館 7A
NPO法 人埼玉県日中友好協会主催

参加希望者は川□中国語数室の幹事ま
たは代表へ申し込んで下さい。
参カロするためのフオロー(練習会)をい

たします。
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長
江
三
峡
視
察
旅
行

目
事
務
局
長
と言
盾
跡
　
ｍ
中

栗
原
理
事
長
を
団
長
に
、

十
四

年
目
の
研
修
旅
行
を
行
い
ま
し
た
。

中
国
に
お
け
る
最
長
の
川
、

長
江
の

船
旅
、

一二
泊
四
日
帝
王
号
、

五
つ
星

デ
ツ
キ
付
き
船
室
、

毎
日
の
荷
物
移

動
も
な
く
ゆ
っ
た
り
と
し
た
旅
で
し

た
。
，
これ
ま
で
、

平
成
十
七
年
の
黄

河
、

平
成
二
十

一
年
の
桂
林
麗
江

方

々
の
旅
行
中
で
の
健
康
が

一
番

心
配
で
す
。

今
回
も
中
国
初
め
て
の

方
が
四
名
い
ら
つ
し
や
い
ま
し
た
。

そ

の
中
で
川
端
さ
ん
ご
夫
妻

（川
口
柳

崎
在
住
）
の
旅
行
感
想
を
ご
紹
介
し

た
い
と
思
い
ま
す
。

（お
手
紙
よ
り
）

「
日
本
も
梅
雨
に
入
り
中
国
で
の

雨
の
中
を
傘
を
さ
し
て
見
物
し
た
こ

と
を
思
い
出
し
て
お
り
ま
す
。

そ
の

節
は
大
変
お
世
話
に
な
り
ま
し
て
、

夫
婦
と
も
に
感
謝
申
し
上
げ
ま
す
。

働
節鞠脱肘期却断能換しく、撫ぇ

帥
発
盟
鶏
難
募

中
国
の
旅
は
腹
痛
と
の
戦
い
で
し
た

が
、

写
真
を
見
る
と
み
な
さ
ん
元
気

な
の
で
、

や
は
り
楽
し
さ
の
方
が
増

し
て
い
た
よ
う
で
す
。

沢
山
の
写
真

と
Ｄ
Ｖ
Ｄ
を
お
送
り
い
た
だ
き
あ
り

が
と
う
ご
ざ
い
ま
し
た
。

思
い
出
の

た
く
さ
ん
詩
ま
っ
た
、

ア
ル
バ
ム
と
し

て
大
切
に
い
た
し
ま
す
。

主
人
も
お

か
げ
さ
ま
で
帰
っ
て
こ
ら
れ
、

徐

々

に
疲
れ
が
出
て
お
り
ま
し
た
が
、

も

う
す
っ
か
り
元
気
に
毎
日
を
過
ご
し

て
お
り
ま
す
。

参
加
者
皆
様
の
ご
親

切
な
フ
オ
ロ
ー
に
厚
く
御
礼
申
し
上

げ
た
い
と
思
い
ま
す
。

右
厚
く
厚
く

お
礼
ま
で

か
し
，
こ

以
上
の
お
手
紙
を
ご
紹
介
さ
せ

て
頂
き
ま
し
た
。

十
六
名
の
参
加
で
し
た
が
、

旅
行

全
体
の
気
候
は
東
京
よ
り
暑
い
と
の

予
想
で
し
た
が
、

一二
日
間
の
雨
で
逆

に
寒
く
私
も
四
日
目
、

風
邪
を
引

き
大
変
苦
労
い
た
し
ま
し
た
。

そ
れ

で
も
、

新
し
い
友
人
が
増
え
る
こ
と

が
幹
事
と
し
て
は
う
れ
し
く
思
い
ま

す
。
「ま
た
次
回
も
参
加
し
た
い
で

す
よ
～
】の
三
一一口で
、

さ
ら
に
楽
し
い

中
国
旅
行
を
し
な
け
れ
ば
と
思
つ
て

お
り
ま
す
。

来
年
は
研
修
旅
行
開
始
以
来
十

五
年
目
の
記
念
の
年
に
な
り
ま
す
。

さ
ら
に
は
じ
め
て
の
皆
さ
ん
も
ご
参

加
下
さ
い
。

私
も
今
ま
で
の
旅
で
中
国
の
都
市

約
九
〇
％
、

世
界
遣
産
二
十
七
カ

所
を
研
修
す
る
こ
と
が
出
来
ま
し

た
。

百
％
目
指
し
て
健
康
に
注
意
し

楽
し
い
人
生
の
記
録
を
作
っ
て
い
き

た
い
と
思
い
ま
す
。

卜
帝 王 暑 大 足 石 刻

白 市 城 赤壁 材低下の苦い像前
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わ
が
改
郷中

国

・
天
津

張
偉
栄

故
郷
の
天
津
を
出
た
の
は
今
か
ら

十
年
前
で
す
。

八
年
ほ
ど
北
京
に
お

り
、

学
問
に
励
み
、

そ
の
後
留
学
す

る
き
つ
か
け
が
あ
り
日
本
に
や
っ
て

来
て
か
ら
、

早
い
も
の
で
二
年
が
過

ぎ
ま
し
た
。

一
一〇
〇
〇
年
七
月
、

第

一
希
望
の
清
華
大
学
に
入
る
夢
が

叶
つ
た
喜
び
は
ま
だ
昨
日
の
こ
と
の

よ
う
に
感
じ
ら
れ
ま
す
が
、

早
い

日
々
は
，
この
瞬
く
間
に
経
ち
ま
し
た
。

突
然
よ
み
が
え
る
郷
愁
を
感
じ
て
、

筆
を
と
り
ま
し
た
。

日
本
で
天
津
と
聞
い
た
ら
、

天
津

飯
の
み
な
も
と
だ
ろ
う
か
と
思
っ
て

い
る
方
は
少
な
く
な
い
か
も
し
れ
な

い
が
、

実
は
天
津
飯
と
称
さ
れ
る
料

理
は
天
津
だ
け
で
な
く
、

中
国
に
も

存
在
し
な
い
も
の
で
す
。

本
当
の
天

津
の
名
産
と
い
え
ば
、

そ
れ
は
日
本

で
も
よ
く
売
れ
て
い
る
甘
栗
で
す
。

と
こ
ろ
が
、

廿
栗
の
バ
ッ
グ
を
見
る
と
、

原
産
地
に
は
ほ
と
ん
ど
河
北
省
の
天

津
市
と
書
い
て
あ
り
ま
す
。

実
際
に
は
、

天
津
が
北
京
、

上
海
、

重
慶
と
並
ぶ
中
央
直
轄
市
で
あ
り
、

行
政
レ
ベ
ル
で
は
省
と
同
格
と
な
つ
て

い
ま
す
。

人
口

一
一
七
六
万
人
の
天
津
は

首
都
北
京
の
東
南
に
隣
接
し
、

一
一〇

〇
八
年
北
京
オ
リ
ン
ピ
ツ
ク
に
で
き

た
高
速
列
章
に
乗
れ
ば
、

約
二
十

分
で
北
京
に
到
着
で
き
ま
す
。

渤
海

湾
に
接
し
、

昔
か
ら
海
外
の
玄
関
と

し
て
栄
え
て
き
た
天
津
は
美
し
い
自

然
に
恵
ま
れ
て
い
ま
す
。

隣
に
あ
る

山
は
も
と
よ
り
、

川
も
多
く
、

か
つ

て
は
江
南
か
ら
運
河
や
海
路
で
北

京
へ
運
ば
れ
る
物
資
が
、
テ
」
の
地
で

陸
路
輸
送
に
切
り
替
え
ら
れ
ま
す
。

ま
た
、

中
国
北
部
最
大
の
貿
易
港

を
擁
し
て
い
る
た
め
海
陸
と
も
に
交

通
の
便
が
良
く
な
っ
て
い
ま
す
。

美

味
し
い
甘
栗
も

一
般
に
天
津
港
か

ら
日
本
に
輸
入
さ
れ
て
い
ま
す
。

天
津
に
来
た
観
光
客
に
と
つ
て
、

一
番
楽
し
み
に
し
て
い
る
の
は
全
国

的
に
有
名
で
ぁ
る
天
津
の
様

々
な

美
食
か
も
し
れ
ま
せ
ん
。

そ
の
中
に
、

中
国
で
最
も
歴
史
の
古
い
ブ
ラ
ン
ド

の
ひ
と
つ
で
あ
る
「狗
不
理
」
は
ま
る

で
天
津
の
看
板
の
よ
う
に
中
国
人
だ

れ
で
も
知
っ
て
い
る
そ
う
で
す
。

「狗
不
理
」
と
は
「犬
も
か
ま
わ
な

い
」
と
い
う
意
味
で
す
。

名
前
の
由
来

に
関
し
て
は
い
く
つ
か
の
説
が
あ
る

が
、

最
も

一
般
的
な
も
の
は
、

幼
少

時
に
不
運
か
ら
守
る
た
め
「狗
子
」

と
呼
ば
れ
て
い
た
創
設
者
の
向
貴
友

が
、

包
子
作
り
・売
り
に
精
を
出
し
、

そ
れ
以
外
の
事
に

一
切
構
わ
な
か
っ

た
（不
理
▼
」と
に
出
来
す
る
と
い
う

説
で
す
。

自
然
風
景
と
美
食
以
外
、

天
津

の
漫
才
も
名
高
い
伝
統
的
な
文
化

の
一
つ
で
あ
り
、

も
と
も
と
は
地
元

の
人
々
の
慰
み
で
す
が
、

最
近
全
国

に
流
行
っ
て
い
て
、

多
く
の
観
光
客

が
た
だ
天
津
漫
才
の
た
め
に
来
る
と

言
っ
て
も
言
い
過
ぎ
で
は
な
い
。

一
日
の
旅
行
の
最
後
と
し
て
、

お

茶
を
飲
み
な
が
ら
、

面
白
い
漫
才
を

開
く
の
は
、

大
笑
い
と
共
に
最
高
に

盛
り
上
が
つ
た
旅
と
な
り
ま
す
。

皆
さ
ん
も
中
国
語
の
漫
才
を
理

解
出
来
る
よ
う
に
　
中
ヽ

努
力
努
力
学
漢
語
咽
！

天津「狗不理」

四
十
二
号
を
お
届
け
い
た
し

ま
す
。
ご
寄
稿
を
感
謝
申
し
上

げ
ま
す
。

次
号
の
発
行
に
も
ご

協
力
を
賜
る
よ
う
お
願
い
い
た

し
ま
す
。

編
集

・
前
田
稔
夫

制
作

・
浅
倉
　
登

天津漫才


